
年度

累積建築戸数

積水ハウスの
“住”に関する
追求テーマ

1961  「セキスイハウスB型」誕生
  生産拠点開設（滋賀工場 *1）
1964  直接販売・責任施工体制確立
1979  住宅の耐震性実証（プレハブ住宅初）

2002  ユニバーサルデザインの本格展開開始
2003  断熱性能向上
2007  シーカスの販売開始
2009  グリーン ファースト戦略を開始
2010  「スローリビング」を提案・販売開始

2020  在宅時急性疾患早期対応ネットワーク「HED-Net」を開発
2021  「PLATFORM HOUSE touch」の販売開始
2022  生活サービス紹介サイト「SUITE CONCIER」オープン

1982  長期保証制度開始
1987  カスタマーズセンター設立
1990 総合住宅研究所開設

2011  「エアキス」の販売開始
2018  住生活研究所開設 

「ファミリー スイート」の販売開始
2019  「プラットフォームハウス構想」を

CES2019で発表
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人財・技術者の育成 多様性の推進 キャリアの自律

人生
100 年時代

の幸せ

創業から積み上げてきた積水ハウスのコーポレートストーリー
～創意と挑戦のDNAを受け継ぎ「人生100年時代の幸せ」を担う～

売上高（億円）

営業利益（億円）

1993年度
100万戸達成

累積建築戸数

2009年度
200万戸達成

累積建築戸数

Phase 1 （1960-1990） Phase 2 （1990-2020） Phase 3（2020-        ）

住宅性能の向上（ハード）

先進的技術の開発（ハード&ソフト）

高付加価値の提供（サービス）

顧客基盤
施工力
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2022年度
262万2,745戸
（うち、海外38,767戸）

累積建築戸数

　積水ハウスは、創業以来、社会課題の解決に貢献しながら発展を遂げてきました。その歩みは、
積水ハウスが考える住まいの在り方・役割に基づき、それを追求してきた30年を一区切りとし
た第1フェーズ「住宅性能の向上」、第2フェーズ「先進的技術の開発」に区分することができます。
　第1フェーズ「住宅性能の向上」では、「安全・安心」な住宅を、第2フェーズ「先進的技術の
開発」では、「快適性・環境配慮」を追求し続けてきました。現在は、第1・第2フェーズにおけ
る追求を継続するとともに、第3フェーズ「高付加価値の提供」として、住まい手の「幸せ」に
つながる「健康・つながり・学び」を追求し、新たなサービスを提供することで「人生100年
時代の幸せ」を担う社会づくりを目指しています。
　積水ハウスは、これからも住まい手のニーズに寄り添っていくとともに、持続可能な社会の
実現に向け、グローバル企業としての歩みを止めることなく挑んでいきます。

安全・安心 快適性・環境配慮 健康・つながり・学び

2,614億円
2兆9,288億円

2022年度

売上高

営業利益

技術力

イノベーション 
の変遷

イノベーション 
を支える人財

コアコンピタンス

• 女性活躍　• 障がい者雇用　• 人権の尊重　• 働き方改革• 職種別・階層別の能力開発　• 訓練校創設、独自の検定
• 社内認定制度制定、教育研修要項制定

• 次世代リーダーの創出　• 従業員エンゲージメント
• 創発型表彰制度「SHIP」
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コアコンピタンス

*1  2009年3月に生産機能停止
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